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　こちらは、とある中小企業で働いているＡ君です。Ａ君はまじめな頑張り屋さんで、営業部員の一員として、営業の仕事を毎日一生懸命がんばっていました。
しかし、当初、なかなか営業成績が上がらず苦しい毎日を送っていました。けれども、このＡ君は諦めずに努力し続けました。そんなある日のことです。


『やったー、今月は営業部で営業成績一位を取れたよ。あー、嬉しいなぁ。最初のころは、営業部に配属になって全然営業ができなくて、契約が全然取れなくて、毎月、営業成績ビリだったから、もう本当に辛くて辛くて仕方なかったのだけれども、それからひたすら地道にコツコツやりつづけたら、なんだかだんだん楽しくなってきて、成績もどんどん上がってきたんだよね。いやあ、本当によかったなぁ』　　　　　　　　　　　　　　　

ところが、ある日のことです。　

　こちらは、Ａ君の上司であるＢ部長です。
　
『Ａ君、ちょっとこっちに来てくれたまえ』
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『え、ぼ、ぼくですか？　は、はい、ただいま伺います。Ｂ部長、なんでしょうか？』





『ちょっとちょっと、Ａ君、君またお客さんへの見積書の数字が間違っているよ。
　君は、やっぱり、数字関係がとことん苦手みたいだねぇ。もうこれで３か月連続で、見積書の数字を間違えてしまっているぞ。
　先日、たまたまお客さんからクレームが入って間違いを発見できたけれども、もしかしたらまだほかにもミスがあるんじゃないか？』


『は、はい、そうかもしれません。おっしゃるとおり私は数字関係の業務が大の苦手でして・・・』




　『おいおいおいおい、しっかりしてくれよ。営業部員は営業して契約取ってくるだけではなくて、そのあとも大事なんだからな。契約してくださったお客様のフォローも全てキッチリミスなくやるのがうちの営業マンのスタイルなんだから、しっかりやってくれよ』
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『は、はい、わかりました、すみませんでした』

　このように、Ａ君は数字が大の苦手で、数字関係の業務でよくミスをしてしまい、お客様からのクレームを受けることが多々ありました。

『はあーあ、どうしてぼくって、数字関係の業務が苦手なんだろうか。
　せっかく営業がうまくできるようになってきたのに、また苦手なことで苦しむことになるのかな。つらいなぁ。いったい、どうしたら良いのだろうか』




　『そうだ、社内でも一番仕事ができると言われいるＣ先輩に、相談してみよう』



　こちらが、先輩のＣさんです。Ａ君は、Ｃ先輩に事情を説明しました。

『なるほど、Ａ君、そうだったのか、それは大変だったね。こればっかりは難しい問題だから、なにか簡単にできる解決策などは一概には言えないけれども、もしかしたら、考え方のヒントになり得るかもしれないことがあるから、今日はそれをお伝えしてもよいかな？』

『はい、ぜひともお願いします。

『うん、わかったよ。実は、私も同じような経験をしたことがあってね。というのはね、私の場合は、もともと小さいころから、算数とか数学が得意だと思っていたんだけど』
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『最初に配属されたのが、経理部でね。経理部にいると、１円単位で、常に正確な数字を算出したり、把握・管理する業務があって、そのときは、大失敗の連続だったんだよ』




『えー、Ｃ先輩が失敗することなんてあるんですねぇ。びっくりしました』






『うん、大失敗の連続だったよ。自分では数字関係の業務は得意だと思っていたんだけど、
今にして思えば、そうではなかったのかもしれないね』





　『それからしばらくしてから、製品開発部の仕事に携わるようになって、いろいろな部品や材質の説明だったり、製品や機能の紹介だったり、そういったことをお客様にわかりやすく説明することが増えてきたんだけど』
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『そのとき、自分は人前で話すのが不得意だと思っていたから苦手意識が強かったんだけど、なにか難しいこととかを学んで人にわかりやすく説明したり、プレゼンしたりする業務を続けていくうちに、それがどんどん楽になってきて、結果的にほめてもらえることも増えてきたんだよ』


『それで思い出したのは、昔、数学の勉強の中で、方程式とか公式とか、難しそうなことを学んで友達にわかりやすく説明して喜んでもらえた経験が楽しかったことを思い出したんだよ。今にして思うのは、そっちが自分の強みだったのかなと思うんだ。だから「自分の強みを活かす」ことが大切だと思うんだ。そのほうが、成果や結果が出るのが早いと思う』

『なるほど、そういわれてみるとそうですよね。たしかに。
　あーでも、やっぱり、先輩、ぼくって、ついつい、できていないこととか、弱点にばかり、目が行ってしまうんですよね』


『なるほど、それはきっとおそらく、みんなそうなんだろうね。誰しも、うまくいっていることよりも、うまくいっていないことに、気が向いてしまいがちだよね』
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『結局のところ、ケースバイケースで柔軟に考えていくことになると思うし、弱点を克服することもとても大切なことだから、弱点を克服することも、強みを活かす、伸ばすことも両方大切だと思うね。
[bookmark: _Hlk121214861]あと苦手と思っていることが、実は全部苦手なのではなく一部だけが苦手だったりということに気づいたりすることもあるよね』

『ただ、弱点克服はどうしても時間がかかることになりがちだよね。とくに、ビジネスの場合、時代の変化のスピードが速い現代だと、スピードが重要になってくることが多いよね』　




『それに、現代経営学やマネジメントの発明者と言われるピータードラッカー博士の名言にも』





『「組織の目的は人の強みを生産に結びつけ、人の弱みを中和すること」という名言や』
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『「人のマネジメントとは、人の強みを発揮させること」という名言があるね』






『それと、もうひとつ、少し違う視点になるけれども、そもそも、自分の強みを、自分でわかっていることもあれば、わかっていないこともある、どっちもあるっていうのが、難しい所だよね』



『「自分の強みを自分がわからない理由」として、よく言われているのは、自分にとっては当たり前にできちゃうことが、実はほかの人にはマネできないすごいことだったりするけれども、当たり前にできているからそれが自分の強みだと気づけない、ということがよく言われているよね』


『なので、①日頃から自分の強みが何か？ということに意識を向けたり、②強みとはどういった種類があるのかということを調べてみたり、③近しい人や職場の上司・同僚の人などで、そういったことを尋ねられる間柄の人に聞いてみたり、④自分の過去を振り返って自己分析してみたり』
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『あとは、実際に、仮説を立てて検証してみる、つまり、実際に、あれこれ試してみて、
自分の強みを探し続けるのが良いかもしれないね』






　『それと、よくある強み診断テストみたいなものを活用してみるのも、良いかもしれないね』　




『一説によると、人は自分の強みを知るだけで幸福度が上がるとか、強みを活かせたらさらに幸福度が上がる、と言われているね』



『私自身、強み診断テストをやってみて、自分で気づかなかった強みがあるとわかっただけで、なんだかうれしい気持ちになってね、
　さらにそれを私生活や仕事に活かしてみようと思ったらそれだけでなんだかワクワクして、行動するモチベーションも上がったよ』
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『まずは働く人、一人ひとりの毎日を充実させることが大切だと思っているんだ。毎日のプチ幸福度を上げることだね。その一つとして、強みを知って、強みを活かすことがあげられると思うんだ。
　そして、仕事がきっかけで自分の強みが判明したり、自分の強みを仕事に活かすことで、自分の充実感や幸福度を上げることができれば、とても素晴らしいことだと思うんだよね』

『なるほど、そうですよね。ありがとうございます。僕もさっそく自分の強みを知って、活かしてみようと思いました。あと弱点は仲間同士でカバーする方法も考えてみようと思いました。ありがとうございます。がんばります』






＜参考＞
「強みを活かしたい・・・」
「みんなが強みを活かせる組織にしたい・・・」
「お互いを応援し合える組織にしたい・・・」
というよくあるご相談についての物語をマンガ形式でお伝えしました。
　色々な考え方があるところですので、一概には何とも言えませんが、あくまで一つの考え方として、意見交換のためのお題などにご活用いただけましたら幸いです。
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